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The Intersex Child はパリ小児病院の NathalieJossoの編集による273頁の中
型本であり， Pediatric and Adolescent Endocrinologyシリーズの第 8巻として， 
Karger社より発行されたものである。このシリーズの第 6巻は停留皐丸であった
が， その内容は主にヨーロッパ的な考え方であり， 日本および米国のそれとやや
異っていた。 しかし，この巻では米国の著者も多く， そのようなことはないよう
である。
内容は大きく分けて，①正常な性分化，②半陰陽検索の方法，③半陰陽の原因，
④治療となっている。
①の中の Jossoによる Physiologyof Sex Di旺erentiationでは診断の手がか
りの表がよく出来ている。これは sexchromatinと腫あるいは子宮の有無とによ
る分類法であり，実際の診療にあたり役立つであろう。ただし， 当然のことなが
ら， これだけでは不充分で、あり， たとえば男性半陰陽においてはアンドロゲンに
対する生物学的反応性の検索がなされなければ正確ではない。
②は細胞遺伝学， H・Y抗原の検出，レ線学的診断法に分かれているが，とくに
最後の章での genitographyすなわち性路および尿路の造影のところでは造影に，
使用する器具の写真があり参考になる。
③は先天性副腎過形成，非副腎性の女性半陰陽， 真性半陰陽， ミューラー管遺
残症候群，混合型性腺形成不全， xx皐丸，先天的なテストステロン生合成異常， 
5α-還元酵素欠損，アンドロゲン不応症候群，性発育の異常あるいは性染色体異常
と関連する腫療の 10章より成っている。これらの原因に関することに最も重点が
おかれており，頁数でみても過半数を占めている。その中でも androgeninsensi-
tive syndromeはジョンス・ホプキンスの Fichmanらによるもので歴史的な記載
よりはじまり， この疾患の原因であるアンドロゲン・レセプターについてのくわ
しいデータまで述べられている。アンドロゲン・レセプターが欠損する場合には
病態をよく説明できる。例数は多くないが，細胞質のダイハイドロテストステロ
ン結合能あるいは核のとり込みに異常のないときには説明がむずかしい。しかし，
この際にもレセフ。ターのクロマチンに結合する部位の変化あるいはレセプター以
外の，アンドロゲンにより誘導される translationと transcriptionに必要な蛋自
の異常により説明できるであろうという。彼らによれば， 皐丸性女性化症よりも
アンドロゲン不応症の方が病態をよく表わしていて疾患名として適切である。
④の治療のところでは，館、尿器科医または外科医が参考にすべき点も多いが，
のべられている手術法があまり適切でないと考えられるものもある。たとえば， 
Masculinizing genitoplastyのところで， Innes-W illiamsは陰茎前位陰嚢の手術
法として現在良いとされ，我々も数例に実施して好成績をあげている Glenn-An-
derson法でなく，他の方法を図示している。また，外陰部を女性化させる手術の
代表である陰核形成術の術式は Spenceと Allen(1973)の方法，すなわち，亀
頭部のみを残し，海綿体は摘出する術式がもっともよいとされ， われわれの成績
でもそうである。しかし， Feminizing Genitoplasty in the Intersex Childの章
の著者 Nihoul.Feketeはその方法を危険としてすすめていない.
上記のような所もあるが，全体としてみれば， よくまとまっており，半陰陽の
概念を知るためにも，または実際に患者をみる場合にも役立つであろう。
(泌尿器科伊藤晴夫)
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